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＊右側の達成度の空欄に○印をご記入ください。（１２項目あります）

番号 具体的取組 A B C D

6 19 4 0

21% 66% 14% 0%

7 12 10 0

24% 41% 34% 0%

3 19 7 0

10% 66% 24% 0%

6 19 2 2

21% 66% 7% 7%

4 9 16 0

14% 31% 55% 0%

4 14 10 1

14% 48% 34% 3%

13 14 2 0

45% 48% 7% 0%

12 16 1 0

41% 55% 3% 0%

12 16 2 0

41% 55% 7% 0%

5 15 6 3

17% 52% 21% 10%

6 13 8 2

21% 45% 28% 7%

10 16 3 0

34% 55% 10% 0%
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【目指す学校像】
　学習活動を通して個人の能力を充分伸張させ、勤労愛好と協同一致の精神を育成し、「知」
「徳」「体」のバランスのとれた生きる力を身につけ、社会に対する適応力のある人材を育成する
学校。

【育てたい生徒像】
　産業技術人として肝要な合理的、科学的、創造的精神を最大限に伸ばし、正義と責任、男女
平等、自他の敬愛と協力を重んじ、将来の生き方や在り方を探求することが出来る、有能で誠
実な産業人として心身ともにたくましい生徒。

達
成
度

十分に達成した
（８０％以上）

概ね達成した
（６０％以上）

あまり十分でな
い（４０％以上）

 不十分である
（４０％未満）

苦手の克服と生徒個々の成
果を確認、評価を実施

学び直しの充実と、学びに向かう力
の醸成を計画的に実施

自己評価（分析、計画、取組、評価）

計画・取組 達成度

重点目標 評価項目と評価指標

2
基本的生活習慣を確立さ
せ、心身の成長と規範意識
の向上に努める。

家庭連絡の徹底と生活習慣の確立
三者面談や保護者との連絡
を密にし、遅刻生徒数の前
年比10％の減少

教科指導や教育相談など、様々な
機会に生徒指導に取組、規範意識
や人権感覚の向上を目指す

地域の関係機関と継続的か
つ組織的に粘り強い指導を
実施

研究授業や公開授業を行い、授業
方法の研究を図る

校内外に向けた研究授業、
公開授業を実施

生徒による授業評価の効率的な活
用

生徒による授業評価を実施
し、授業の改善・検証の会議
を実施

1
授業の充実・改善を行い、
主体的な学習習慣と確かな
学力の定着を図る。

職員全員による挨拶と声かけの奨
励、登校指導及び校内巡視

全職員からの積極的な声が
け100％実施、生徒指導件
数を0に近づける

3

職業意識の涵養を図るた
め、継続的に計画された
「キャリア教育」の充実に努
める。

個人面談や進路ガイダンス、応募前
職場見学の実施

就職内定率100％の確保と
全員の第1志望企業の内定
を目指す

「わかやま産業を支える人づくりプロ
ジェクト」を積極的に推進する。

4

工業高校として特色ある学
校づくりを推進し、地域連携
や地域の企業等と連携を密
にして、産業を支える人
材の育成を図る。

ものづくりを中心とした教員研修の
充実

夏季研修等を利用した技術
講習会や、事業所での研修
への参加

校友会や関係機関との連携
を深めながら積極的に推進
する

インターンシップの充実
生徒、保護者、企業等と連
携を深めながら計画的に実
施

地域企業技術者による講習を実施 地域企業技術者の招聘

各学科における、各種資格取得に
向けた取り組みを実施

各種資格試験取得に向けた
補習等を実施し、１つ以上の
資格取得を目指す


